A Study of "Kokon-Tyomonzyu" :An Introduction by 福田 益和
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一
、
序
遠
く
は
日
本
紀
竟
宴
の
伝
統
に
従
い
、
近
く
は
新
古
今
集
竟
宴
に
な
ら
っ
て
、
多
年
の
説
話
収
集
の
功
を
終
え
た
橘
成
季
は
、
建
長
六
年
(
1
二
五
四
年
)
十
月
十
六
日
、
自
身
お
ご
そ
か
に
竟
宴
の
儀
を
と
り
行
な
っ
て
い
る
(
践
文
に
よ
る
)
。
そ
の
姿
勢
は
ま
さ
に
王
朝
の
御
代
へ
の
積
極
的
憶
憶
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
芳
橘
の
種
胤
を
来
け
て
い
る
朝
請
大
夫
と
し
て
の
成
季
の
立
場
の
顕
示
で
あ
っ
た
。
故
に
か
く
し
て
成
立
し
た
古
今
著
聞
集
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
王
朝
時
代
の
説
話
を
多
く
収
め
「
い
に
L
へ
よ
り
、
よ
き
こ
と
も
あ
し
き
こ
と
も
、
し
る
L
を
き
侍
ら
ず
は
、
た
れ
か
ふ
る
き
を
し
た
ふ
な
さ
け
を
の
こ
し
侍
べ
き
。
」
(
践
文
)
と
言
及
す
る
ご
と
く
懐
古
的
思
想
を
濃
厚
に
た
だ
よ
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
集
(
以
下
、
古
今
著
聞
集
を
か
-
呼
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
)
は
説
醇
集
で
あ
り
、
成
季
が
「
夫
著
聞
集
者
、
字
県
亜
相
巧
語
之
遠
類
、
江
家
都
督
清
談
之
徐
波
也
」
(
序
)
と
指
摘
し
た
ご
と
-
先
縦
の
宇
治
大
納
言
物
語
や
江
談
抄
の
遠
類
と
し
て
の
認
識
が
あ
り
、
成
季
の
懐
古
的
思
想
は
中
古
か
ら
中
世
へ
か
け
て
柿
立
し
た
説
話
表
現
形
式
の
系
列
の
中
に
お
い
て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
説
話
表
現
の
冒
頭
形
式
よ
り
そ
の
特
質
を
眺
め
、
さ
ら
に
説
話
本
文
に
み
ら
れ
る
「
昔
」
・
「
中
比
」
・
「
近
此
」
等
の
用
語
よ
り
帰
納
し
た
成
季
の
時
代
意
識
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
集
の
本
質
に
い
さ
ゝ
か
な
り
と
も
迫
り
た
い
と
ち
く
ろ
ん
で
い
る
。
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
二
、
雷
頭
表
現
形
式
二
・
-
説
話
は
本
来
、
語
り
の
性
格
を
有
し
、
街
談
巷
説
の
類
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
、
l
方
そ
れ
等
が
文
字
に
記
載
さ
れ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
語
り
の
文
学
は
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
語
り
口
を
有
し
、
た
と
え
文
字
に
記
載
さ
れ
た
に
し
て
も
語
り
の
形
式
は
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
の
こ
る
。
今
昔
物
請
集
に
お
け
る
「
今
昔
-
-
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
の
文
頭
・
文
末
形
式
は
そ
の
一
典
型
と
言
え
よ
う
。
今
昔
物
語
集
の
こ
の
形
式
を
基
軸
と
し
て
本
集
の
表
現
形
式
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
て
み
る
。
さ
て
、
「
今
昔
-
-
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
う
説
話
表
現
形
式
の
本
(
注
1
)
質
・
機
能
に
つ
い
て
は
、
春
日
和
男
博
士
の
御
高
説
が
あ
る
。
博
士
は
今
昔
物
語
隻
の
文
構
造
を
、
「
今
ハ
普
」
+
「
ケ
リ
体
本
文
」
+
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
-
ヤ
」
と
認
定
し
、
文
頭
形
式
「
今
ハ
昔
」
は
文
末
形
式
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
に
直
接
呼
応
す
る
表
現
で
あ
り
、
「
今
ハ
昔
」
な
る
表
現
は
、
適
時
的
終
端
と
し
て
の
現
在
を
示
し
、
「
昔
」
が
説
話
素
材
の
時
間
性
を
示
す
に
対
し
、
、
「
今
ハ
昔
」
は
説
話
伝
達
に
お
け
る
時
間
、
つ
ま
り
主
体
的
場
面
の
時
間
を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
更
に
、
「
今
ハ
普
」
の
機
能
の
複
雑
さ
が
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
「
昔
」
と
の
混
同
現
象
が
生
じ
て
来
る
過
程
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
居
ら
れ
る
。
l
福
田
益
和
今
昔
物
語
集
の
文
頭
・
文
末
形
式
「
今
昔
-
-
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
は
宇
治
拾
遺
物
語
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
そ
の
呼
応
形
式
が
保
持
せ
ら
れ
て
い
る
㌔
2
)
以
後
の
説
話
文
学
の
表
現
形
式
で
は
そ
の
呼
応
が
、
す
く
な
く
と
も
形
式
的
に
稀
薄
化
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
ご
と
-
で
あ
る
。
古
今
著
聞
集
が
王
朝
懐
古
の
姿
勢
を
つ
よ
-
有
し
て
い
な
が
ら
、
建
長
六
年
成
立
と
い
う
事
実
は
そ
の
文
頭
・
文
末
形
式
の
呼
応
の
稀
薄
化
を
決
定
的
に
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
・
2
本
集
の
冒
頭
表
現
を
眺
め
る
と
、
今
昔
物
語
集
の
文
頭
形
式
「
今
ハ
普
」
が
全
-
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
-
。
こ
の
事
実
は
編
著
者
成
季
に
と
っ
て
'
成
季
自
身
の
主
体
的
場
面
の
時
間
を
文
頭
形
式
に
お
い
て
は
明
確
に
顕
在
化
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
ひ
る
が
え
っ
て
文
末
表
現
に
注
意
を
向
け
る
と
、
「
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
同
類
の
「
と
ぞ
世
の
人
申
け
る
」
、
「
よ
し
か
た
り
つ
た
へ
た
り
」
、
「
か
く
か
た
り
け
る
と
な
ん
」
等
の
口
語
り
・
伝
承
の
表
現
は
散
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
に
対
応
す
る
冒
頭
(
お
よ
び
、
そ
れ
に
準
ず
る
)
表
現
は
次
の
ご
と
く
な
る
。
㈲
「
・
-
‥
昔
-
と
ぞ
世
の
人
中
け
る
」
型
サ
ー
I
昔
母
后
の
御
夢
に
-
不
思
議
の
事
と
ぞ
世
の
人
中
け
る
。
(
五
〇
)
(
注
3
)
㈲
昔
I
か
ゝ
れ
た
る
事
は
中
っ
た
へ
た
れ
ど
も
、
た
し
か
な
る
説
を
し
ら
ず
-
-
普
-
と
申
つ
た
へ
侍
る
は
ま
こ
と
な
り
け
る
事
に
や
。
(
三
八
四
)
仙
「
近
比
-
か
た
り
申
す
人
侍
り
」
型
㈱
近
此
常
陸
国
た
か
の
郡
に
、
一
人
の
上
人
あ
り
け
り
。
-
ま
さ
し
-
其
凍
み
た
り
L
と
て
か
た
り
申
す
人
侍
り
。
こ
の
事
は
畠
山
庄
司
次
郎
が
う
た
れ
し
年
の
事
に
な
ん
侍
け
る
。
(
六
九
八
)
回
「
(
天
皇
)
御
時
-
世
の
人
は
申
け
る
」
型
㈱
花
山
院
御
時
、
中
納
言
義
憤
は
外
戚
-
二
心
お
は
し
ま
し
て
、
た
ば
か
り
た
て
二
ま
つ
ら
れ
に
け
る
と
ぞ
世
の
人
は
申
け
る
。
-
-
世
に
は
七
日
関
白
と
ぞ
申
け
る
。
(
四
七
二
・
追
)
㈲
松
殿
摂
猿
の
御
時
、
春
日
詣
と
か
や
に
、
泰
兼
国
を
か
り
に
め
さ
れ
た
り
け
り
0
-
此
事
た
し
か
に
申
つ
た
へ
侍
れ
ど
も
、
兼
国
松
殿
の
官
人
と
な
り
た
る
事
た
し
か
な
ら
ず
。
猶
尋
べ
し
。
(
五
一
七
)
㈲
堀
川
院
の
御
時
、
中
宮
の
御
方
の
御
半
物
に
、
沙
金
と
い
ひ
て
な
ら
び
な
き
美
女
あ
り
け
り
。
-
世
の
人
、
其
比
の
物
語
に
て
ぞ
有
け
る
。
-
-
又
か
-
付
ら
れ
に
け
り
と
な
む
。
(
五
七
五
・
追
)
刷
「
元
号
年
月
日
I
と
ぞ
世
の
人
い
ひ
け
る
」
型
鼎
万
寿
二
年
踏
歌
節
会
に
、
右
大
臣
内
弁
に
て
、
陣
に
付
て
宣
命
・
見
参
を
見
拾
け
る
間
、
-
も
と
よ
り
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
中
な
り
け
れ
ば
か
,
る
、
と
ぞ
健
の
人
い
ひ
け
る
。
(
九
一
)
㈲
こ
れ
も
仁
治
の
比
、
伊
勢
富
書
生
庄
よ
り
、
百
姓
な
り
け
る
法
師
の
ぼ
り
て
、
五
条
坊
門
富
小
路
に
や
ど
り
て
居
た
り
け
り
。
-
と
か
く
命
い
け
て
聞
け
れ
ば
、
か
-
か
た
り
け
る
と
な
ん
。
(
六
一
二
回
「
人
物
-
-
(
時
)
-
か
た
り
つ
た
へ
た
り
」
型
㈱
頼
光
朝
臣
、
寒
夜
に
物
へ
あ
り
き
て
帰
け
る
に
-
死
ぬ
る
ま
で
武
-
い
か
め
し
う
侍
り
け
る
よ
し
、
か
た
り
つ
た
へ
た
り
。
-
-
(
三
三
五
)
㈹
-
・
・
・
つ
が
ふ
の
馬
允
が
時
、
こ
の
堂
を
修
理
し
け
る
に
、
1
こ
れ
は
ま
さ
し
く
か
け
る
が
か
た
り
け
る
な
り
。
(
六
九
五
)
的
「
い
づ
れ
の
比
の
事
に
か
-
古
人
申
伝
て
侍
り
」
型
仙
い
づ
れ
の
比
の
事
に
か
、
大
宮
右
大
臣
殿
上
人
の
時
-
こ
の
事
い
づ
れ
の
日
記
に
み
え
た
り
と
は
し
ら
ね
ど
も
、
古
人
申
伝
て
侍
り
。
(
二
四
三
)
㈹
い
づ
れ
の
と
し
の
事
に
か
あ
り
け
む
、
高
陽
院
に
て
尭
馬
あ
り
け
る
に
、
1
此
事
い
づ
れ
の
日
記
に
見
え
た
り
と
い
う
こ
と
た
し
か
な
ら
ね
ど
、
か
-
中
っ
た
へ
た
(
四
八
一
)
以
上
、
㈲
-
佃
に
分
類
し
、
十
二
の
事
例
を
も
っ
て
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
口
語
り
伝
承
の
文
末
表
現
に
対
応
す
る
冒
頭
(
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
)
表
現
は
「
今
ハ
昔
」
の
ご
と
き
説
話
伝
達
の
主
体
的
場
面
の
時
間
性
を
示
す
表
現
を
も
っ
て
は
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
㈲
・
㈲
の
ご
と
-
説
話
素
材
の
時
間
を
示
す
「
昔
」
・
「
近
此
」
な
る
表
現
を
と
っ
た
り
、
回
・
仙
・
回
の
ご
と
-
事
件
年
時
を
明
確
に
し
ょ
う
と
す
る
実
録
風
の
表
現
を
と
っ
た
り
、
的
の
ご
と
-
逆
に
事
件
年
時
を
お
ぼ
め
か
し
た
り
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
ご
と
く
多
様
で
は
あ
る
が
、
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
冒
頭
表
現
に
お
い
て
、
人
物
、
場
所
等
を
記
述
す
る
前
に
各
説
許
内
容
の
事
件
年
時
を
も
っ
て
示
そ
う
と
い
う
編
著
者
の
一
貫
し
た
態
痩
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
橘
成
季
は
そ
の
編
述
の
態
度
に
お
い
て
何
よ
り
も
収
集
し
た
説
話
の
時
間
に
執
着
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
一
方
で
、
本
集
が
各
篇
毎
に
説
話
を
年
代
順
に
排
列
す
る
と
い
う
方
針
に
そ
の
ま
ゝ
連
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
認
識
に
立
っ
て
本
集
の
各
説
話
冒
頭
の
表
現
を
時
間
性
の
上
か
ら
観
察
し
他
の
説
話
集
の
表
現
と
も
比
較
し
て
み
よ
う
。
二
・
3
本
集
の
各
説
話
冒
頭
の
表
現
は
既
出
の
㈲
・
㈲
の
ご
と
-
「
普
」
・
「
近
比
」
の
ご
と
き
表
現
よ
り
も
、
回
・
刷
・
回
の
ご
と
-
事
件
年
時
を
天
皇
の
治
せ
、
元
号
年
月
日
、
人
物
紹
介
等
の
ご
と
-
具
体
的
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
に
本
題
に
入
っ
て
行
-
表
現
形
式
を
と
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
-
、
実
録
風
の
表
現
形
式
を
と
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
本
来
、
実
録
風
の
表
現
形
式
と
し
て
は
、
天
皇
の
袷
性
を
は
じ
め
に
あ
げ
、
ひ
き
つ
ゞ
き
元
号
年
月
日
、
そ
し
て
人
物
と
三
者
を
具
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
っ
た
表
現
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
集
に
こ
の
三
者
を
具
足
し
た
表
現
を
求
む
れ
ば
唯
一
の
事
例
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
I
「
(
天
皇
)
御
時
+
元
号
年
月
日
+
人
名
-
-
(
時
)
」
型
凋
後
堀
河
院
御
位
の
時
、
素
禄
二
年
九
斤
十
7
日
、
例
幣
に
、
頭
中
将
宣
経
朝
臣
以
下
、
職
事
ど
も
ま
い
り
て
、
出
御
ま
つ
程
、
人
-
ぐ
鬼
間
に
あ
つ
ま
り
ゐ
て
、
(
六
六
六
)
右
の
ご
と
き
整
備
さ
れ
た
表
現
は
、
初
期
の
説
話
集
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
穣
極
的
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
霊
異
記
の
次
の
事
例
、
㈹
飛
鳥
川
原
板
葺
宮
御
レ
字
天
皇
之
堆
、
発
卯
年
春
三
月
頃
、
但
馬
図
七
美
郡
山
盟
人
家
、
有
二
嬰
児
女
二
上
-
9
)
㈹
白
壁
天
皇
健
、
宝
亀
九
年
戊
午
冬
十
一
月
下
旬
、
備
後
国
葦
田
郡
大
山
里
人
品
知
牧
人
、
為
レ
買
二
正
月
物
1
-
(
下
-
2
)
㈹
膳
臣
広
国
者
、
豊
前
国
官
々
子
郡
少
領
也
o
藤
原
官
御
レ
字
天
皇
之
代
、
慶
事
一
年
乙
巳
秋
九
月
十
五
日
庚
申
、
広
国
忽
死
。
(
上
o
¥
-
-
C
O
)
仰
駿
河
国
与
二
遠
江
国
l
之
堺
、
有
レ
河
名
目
二
大
井
河
1
。
其
河
上
有
二
鵜
田
里
是
遠
江
国
榛
原
郡
部
内
也
。
奈
良
宮
治
二
天
下
】
大
炊
天
皇
御
性
、
天
平
宝
字
二
午
戊
戊
春
三
月
、
彼
鵜
田
里
河
辺
沙
之
中
、
有
レ
音
両
日
、
取
レ
我
取
レ
我
臭
。
(
中
C
O
)
文
例
㈹
・
脚
は
冒
頭
に
人
物
、
地
勢
等
の
紹
介
を
し
た
後
で
事
件
年
時
を
記
す
形
式
で
は
あ
る
が
、
準
じ
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
に
、
同
類
の
表
現
が
十
三
例
も
み
え
る
。
次
に
、
今
昔
物
語
集
に
も
同
類
の
表
現
が
十
一
例
み
ら
れ
る
。
例
示
す
れ
ば
、
㈹
今
昔
、
震
日
ブ
唐
ノ
高
宗
ノ
代
二
、
乾
封
元
年
二
一
人
ノ
書
生
有
り
。
(
七
-
2
)
㈹
今
昔
、
聖
武
天
皇
ノ
御
代
二
、
神
亀
四
年
ト
云
フ
年
ノ
九
月
ノ
中
旬
ノ
比
、
天
皇
群
臣
ト
共
二
猟
二
出
テ
遊
ビ
給
ケ
ル
l
t
、
(
十
二
1
1
)
の
今
昔
、
円
融
天
皇
ノ
御
代
こ
、
永
観
二
年
ト
云
フ
年
ノ
七
月
□
日
、
堀
河
院
二
シ
テ
相
挽
ノ
節
有
ケ
ル
。
(
二
三
<
N
I
)
三
福
田
益
和
今
昔
物
語
集
は
既
述
の
ご
と
-
説
話
伝
達
に
お
け
る
時
間
を
示
す
「
今
昔
」
を
も
っ
て
文
頭
形
式
と
す
る
が
、
説
話
内
容
の
記
述
の
態
度
は
日
本
霊
異
記
の
表
現
方
汰
を
踏
襲
し
て
い
る
面
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
本
集
の
成
立
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
わ
ず
か
に
二
年
、
建
長
四
年
(
一
二
五
二
)
成
立
の
十
訓
抄
の
冒
頭
表
現
に
つ
い
て
み
る
に
、
天
皇
治
せ
、
元
号
年
月
日
、
人
物
等
の
三
者
を
具
足
し
た
事
例
は
本
集
と
同
じ
-
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
伽
後
冷
泉
院
御
時
、
陸
奥
守
源
頼
義
朝
臣
、
録
守
府
の
将
軍
を
け
む
じ
て
貞
任
・
宗
任
を
せ
め
け
る
に
、
永
承
の
末
よ
り
度
々
合
戦
に
つ
か
れ
た
り
け
る
が
、
天
書
五
午
十
一
月
に
、
五
千
三
百
鎗
騎
の
兵
を
,
こ
し
て
、
お
そ
ひ
よ
り
け
る
に
(
六
-
^
T
-
H
)
以
上
の
ご
と
く
実
録
風
に
天
皇
治
健
、
元
号
年
月
日
、
人
物
を
冒
頭
に
順
次
記
述
し
て
行
く
態
度
は
、
中
古
か
ら
中
世
へ
か
け
て
失
な
わ
れ
て
行
-
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の
整
備
さ
れ
た
表
現
形
式
の
中
で
、
そ
の
一
つ
な
い
し
二
つ
が
欠
落
し
た
形
の
も
の
が
多
く
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
古
今
著
聞
集
の
冒
頭
表
現
形
式
も
同
じ
様
相
を
示
し
て
い
る
ご
と
-
で
あ
る
。
即
ち
へ
Ⅱ
「
(
天
皇
)
御
時
」
型
㈹
嵯
峨
天
皇
御
時
、
天
下
に
大
疫
の
間
、
死
人
道
路
に
満
た
り
け
り
。
(
三
八
)
脚
後
白
川
院
御
時
、
兵
衛
尉
康
忠
と
い
ふ
も
の
候
け
り
.
(
六
八
九
)
Ⅲ
「
元
号
年
月
日
」
型
伽
久
寿
元
年
二
月
十
五
日
、
法
皇
、
美
福
門
院
御
同
車
に
て
、
鳥
羽
の
東
殿
よ
り
勝
光
門
院
へ
御
幸
あ
り
て
、
庭
の
桜
を
御
ら
ん
ぜ
ら
れ
け
り
。
(
一
五
五
)
-
脚
延
長
五
年
四
月
十
日
、
弾
生
親
王
、
内
裏
に
て
小
弓
の
負
態
せ
さ
せ
結
け
る
O
(
三
四
四
)
Ⅳ
「
人
物
‥
-
時
」
型
㈱
慈
覚
大
師
如
法
経
か
き
た
ま
ひ
け
る
時
、
白
髪
の
老
翁
杖
に
た
づ
さ
は
り
て
、
山
に
よ
ぢ
の
ぼ
り
け
る
が
、
(
五
)
四
即
越
後
僧
正
親
厳
わ
か
、
り
け
る
時
、
た
び
-
大
峰
を
と
を
り
け
る
に
(
六
五
)
Ⅴ
「
(
天
皇
)
御
時
+
人
物
・
-
・
時
」
型
㈹
後
鳥
羽
院
御
時
、
八
条
殿
に
女
院
わ
た
ら
せ
給
け
る
比
、
か
の
御
所
に
ば
け
も
の
あ
る
よ
し
き
こ
え
け
れ
ば
(
六
〇
二
)
脚
後
堀
河
院
御
位
の
時
、
所
下
人
末
重
、
丹
波
国
桑
原
の
御
厨
へ
、
供
御
備
進
の
た
め
に
-
だ
り
け
る
と
き
、
件
み
-
り
や
に
山
あ
り
、
(
七
〇
七
)
Ⅵ
「
(
天
皇
)
御
時
+
元
号
年
月
日
」
型
鋤
後
白
河
院
在
藩
の
御
時
、
保
延
五
年
十
二
月
廿
七
日
、
待
賢
門
院
の
御
所
、
三
秦
殿
に
て
御
元
服
あ
り
け
る
。
(
三
〇
六
)
些
草
子
院
御
時
、
昌
泰
元
年
九
月
十
一
日
、
大
井
川
に
行
幸
あ
り
て
(
四
七
九
・
追
)
Ⅶ
「
元
号
年
月
日
+
人
物
‥
-
時
」
型
㈹
建
長
五
年
十
二
月
廿
九
日
、
法
深
房
の
も
と
に
、
刑
部
房
と
い
ふ
僧
あ
り
、
か
れ
と
ふ
た
り
囲
碁
を
-
ち
け
る
程
に
(
四
二
六
)
的
文
治
の
比
、
後
徳
大
寺
左
大
臣
右
大
臣
に
お
は
し
け
る
と
き
、
徳
大
寺
の
事
に
作
泉
を
か
ま
へ
ら
れ
て
(
六
三
二
)
Ⅶ
「
人
物
+
元
号
年
月
日
+
時
」
型
伽
冷
泉
内
大
臣
、
文
治
四
年
二
月
廿
日
、
と
し
廿
二
に
て
失
捨
て
の
ち
、
三
七
日
の
夜
(
四
六
三
)
㈹
中
宮
権
大
夫
家
房
卿
、
建
久
七
年
七
月
廿
七
日
に
失
捨
て
後
の
春
(
四
六
四
)
右
の
中
、
ォ
・
m
・
f
e
の
各
型
は
、
天
皇
治
世
、
元
号
年
月
日
、
人
物
三
者
の
中
二
つ
が
欠
落
し
た
い
わ
ば
単
独
型
で
あ
り
、
>
・
S
」
・
5
S
・
3
B
の
各
型
は
三
者
の
中
二
者
を
具
有
す
る
複
合
型
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
集
の
冒
頭
表
現
は
前
者
の
単
独
型
を
主
流
と
し
、
後
者
の
複
合
型
は
事
例
が
少
(
注
4
)
な
い
。
各
型
い
ず
れ
も
二
例
ず
つ
示
し
た
が
、
単
独
型
の
方
は
い
ず
れ
も
事
例
が
多
-
、
特
に
Ⅲ
の
「
元
号
年
月
日
」
型
は
本
集
の
冒
頭
表
現
の
大
き
な
特
色
を
示
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
本
集
が
説
話
を
年
代
順
に
排
列
す
る
と
い
ラ
方
針
を
も
っ
て
い
る
以
上
、
冒
頭
表
現
に
具
体
的
年
時
を
示
す
元
号
年
月
日
を
も
っ
て
来
て
、
年
代
順
排
列
の
一
指
標
と
し
た
意
図
が
看
取
さ
れ
る
ご
と
-
で
あ
る
。
こ
の
Ⅲ
「
元
号
年
月
日
」
型
が
一
番
目
立
つ
の
は
巻
第
六
(
管
絃
歌
舞
第
七
)
で
、
所
収
の
説
話
五
五
話
の
中
二
六
話
は
元
号
年
月
日
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
。
そ
の
中
、
読
話
番
号
二
三
二
～
二
四
二
、
二
五
八
～
二
六
〇
、
二
七
二
～
二
七
五
、
二
八
〇
～
二
八
四
は
い
ず
れ
も
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
成
季
が
蚊
で
「
こ
の
集
の
を
こ
り
は
、
予
そ
の
か
み
詩
歌
管
絃
の
み
ち
-
に
、
時
に
と
り
て
す
ぐ
れ
た
る
も
の
が
た
り
を
あ
つ
め
て
」
と
述
べ
る
ご
と
-
「
管
絃
歌
舞
」
の
説
話
は
成
季
の
説
話
蒐
集
の
原
点
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
故
に
元
号
年
月
日
を
も
っ
て
多
-
は
じ
ま
る
本
篇
の
表
現
態
度
は
本
集
冒
頭
表
現
の
基
本
型
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
Ⅱ
・
Ⅳ
の
各
型
は
基
本
型
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
o
・
e
・
f
e
型
の
冒
頭
表
現
は
無
論
本
集
を
も
っ
て
嘱
矢
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
先
躍
の
説
話
文
学
に
既
に
見
ら
れ
る
ご
と
-
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
や
今
昔
物
語
集
の
次
の
事
例
、
Ⅱ
型
㈹
白
壁
天
皇
之
世
、
筑
紫
肥
前
国
松
浦
郡
大
火
店
之
氏
、
忽
然
死
而
至
二
竣
魔
国
!
(
霊
異
記
下
-
3
5
)
即
今
昔
、
嵯
峨
ノ
天
皇
ノ
御
代
二
、
弘
法
大
師
ト
申
ス
人
御
ケ
リ
.
(
今
昔
+
四
-
40
)
Ⅲ
型
㈹
神
亀
四
年
歳
次
二
丁
卯
】
九
月
中
、
聖
武
天
皇
与
二
群
臣
】
猟
二
於
添
上
郡
山
村
之
山
1
.
(
霊
異
記
上
I
c
M
¥。
。
)
鋤
今
昔
、
ロ
ト
云
フ
年
ノ
月
日
ノ
夜
、
薬
師
寺
ノ
食
堂
二
火
出
来
ヌ
。
(
今
昔
十
二
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
-
8
Ⅳ
型
㈹
今
昔
、
仏
紙
薗
精
舎
二
在
マ
ス
時
二
、
多
ノ
御
弟
子
達
参
集
り
給
二
(
今
昔
三
1
5
)㈱
今
昔
、
河
内
守
源
頼
信
朝
臣
上
野
守
ニ
テ
其
国
二
有
ケ
ル
時
、
其
ノ
乳
母
子
二
チ
兵
衛
尉
藤
原
親
孝
ト
云
者
有
ケ
リ
。
(
今
昔
、
二
五
<
-
I
)
両
書
よ
り
一
例
ず
つ
、
Ⅳ
型
は
霊
異
記
に
見
え
な
い
の
で
今
昔
物
語
集
よ
り
二
例
を
か
か
げ
た
。
古
今
著
聞
集
の
編
著
者
成
季
は
、
こ
れ
等
先
雌
の
説
話
文
学
に
散
見
す
る
表
現
形
式
を
己
が
著
作
に
お
い
て
積
極
的
に
と
り
あ
げ
、
年
代
順
排
列
と
い
-
方
針
に
ふ
さ
わ
し
い
実
録
風
の
冒
頭
表
現
の
基
本
型
と
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
右
と
は
対
照
的
に
、
「
昔
」
(
お
よ
び
、
「
中
比
」
・
「
遁
比
」
も
ふ
-
め
る
。
)
を
も
っ
て
冒
頭
表
現
と
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
す
-
な
-
、
「
昔
」
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
も
の
五
例
(
内
三
例
は
追
記
抄
入
、
一
例
は
「
昔
は
」
、
他
の
一
例
五
九
五
番
の
み
が
成
季
自
身
の
「
普
」
と
い
-
表
現
)
、
「
中
比
」
で
は
じ
ま
る
も
の
二
例
(
内
一
例
は
追
記
抄
入
)
、
「
近
比
」
で
は
じ
ま
る
も
の
五
例
に
す
ぎ
な
い
。
本
集
の
冒
頭
表
現
が
「
元
号
年
月
日
」
型
を
中
心
と
す
る
具
体
的
な
説
話
年
時
に
戟
着
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
本
集
は
、
王
朝
懐
古
の
思
想
を
つ
よ
-
示
し
な
が
ら
、
そ
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
春
日
博
士
の
い
わ
ゆ
る
額
縁
と
し
て
た
と
え
ら
れ
る
「
今
昔
-
-
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
」
の
ご
と
き
説
話
伝
達
に
お
け
る
時
間
性
を
有
す
る
呼
応
表
現
を
放
榔
し
、
先
縦
の
説
話
文
学
に
散
見
す
る
実
録
的
表
現
形
式
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
た
独
自
な
冒
頭
表
現
を
う
ち
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
三
、
時
代
意
識
三
・
-
五
福
田
益
和
本
集
が
王
朝
懐
古
の
思
想
を
つ
よ
く
有
し
、
そ
の
た
め
説
話
本
文
の
末
尾
等
に
、
㈹
む
か
し
は
か
-
芸
に
よ
り
て
、
賞
の
さ
た
あ
り
け
り
。
ち
か
比
よ
り
、
そ
の
善
悪
の
沙
汰
ま
で
も
な
-
て
、
た
だ
一
書
に
な
り
ぬ
れ
ば
(
中
略
)
頗
無
念
の
事
也
(
二
七
二
)
と
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
「
昔
」
・
「
近
比
」
更
に
は
「
中
此
」
・
「
末
代
」
・
「
近
代
」
等
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
時
代
意
識
を
と
ら
え
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
一
般
に
説
話
本
文
に
登
場
す
る
人
物
の
生
没
年
時
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
昔
」
・
「
中
比
」
・
「
近
代
」
等
の
指
す
時
代
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
本
集
は
既
述
し
た
ご
と
-
冒
頭
に
「
元
号
年
月
日
」
、
「
天
皇
御
時
」
等
を
ま
ず
述
べ
、
年
代
順
排
列
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
間
の
限
定
が
よ
り
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
時
代
意
識
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
這
の
考
察
を
別
に
為
し
た
の
で
あ
る
虹
職
5
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
若
干
の
訂
正
す
べ
き
事
項
も
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
よ
り
詳
細
に
記
述
し
、
他
の
説
話
集
の
時
代
意
識
と
も
比
較
し
て
み
た
い
と
思
う
0
三
・
2
本
集
の
時
代
意
識
を
示
す
語
例
を
ま
ず
あ
げ
る
と
、
次
の
ご
と
-
便
宜
的
に
三
つ
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
の○
昔
、確
実
な
年
時
と
し
て
は
、
承
平
七
年
9
 
3
7
垂
≡
、
天
慶
八
年
天
暦
七
年
寛
治
六
年
1(泊2953
8
(
二
四
二
、
長
元
々
年
0
2
(
六
五
四
)
、
長
暦
二
年
1
1038945
!一＼ (
三五
四九
五四
ヽー)
ヽ
(
四
七
四
)
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
1
〇
・
二
僅
紀
の
事
例
で
あ
る
例
昔
、
聖
代
、
上
古
、
ふ
る
-
(
き
)
の
中
比
佃
近
代
、
近
比
、
ち
か
-
(
き
)
、
末
代
、
世
の
末
、
今
、
今
の
世
、
こ
れ
等
の
語
例
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
L
も
い
ま
も
」
(
二
七
)
、
「
む
か
し
-
-
近
比
」
(
一
三
二
)
、
他
に
「
む
か
「
昔
な
か
比
-
-
末
代
」
(
八
二
)
の
ご
と
-
重
な
っ
た
り
、
照
応
し
た
り
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
検
討
に
際
し
て
は
こ
れ
等
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
上
限
を
示
す
事
例
と
し
て
は
、
六
七
四
番
の
桓
武
帝
鹿
を
餌
は
せ
給
ふ
時
の
説
話
が
あ
る
。
桓
武
帝
は
天
応
元
年
7
8
1
即
位
、
延
暦
二
五
年
賦
崩
、
即
ち
本
集
の
「
昔
」
は
平
安
初
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
「
中
比
」
の
項
で
触
れ
る
。
○
聖
代
延
書
四
年
九
月
廿
四
日
搬
(
四
一
九
)
、
囲
碁
に
か
け
も
の
を
し
た
時
を
指
し
て
「
聖
代
」
と
称
し
て
い
る
。
前
項
「
昔
」
の
中
で
特
に
「
聖
代
」
と
称
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
○
上
古
三
例
(
四
七
・
二
四
四
・
二
六
六
)
と
も
確
実
な
年
時
を
示
す
も
の
は
な
い
。
博
雅
卿
(
天
元
三
卸
没
)
(
二
四
四
)
や
源
頼
能
(
糊
頃
在
世
)
(
二
六
四
)
と
対
置
‖
H
し
て
「
上
古
」
を
あ
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
の
1
例
(
四
七
)
で
、
天
慶
年
間
拙
～
紺
に
対
置
し
て
用
い
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
の
で
、
恐
ら
-
成
季
と
し
て
は
「
昔
」
に
対
置
す
る
意
味
で
九
C
以
前
を
指
し
て
「
上
古
」
と
考
え
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
○
ふ
る
-
(
き
)
1
い
ず
れ
も
漠
然
と
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
一
〇
番
の
事
例
は
、
寛
書
三
年
2
3
夏
1
の
比
の
蝦
合
戦
に
対
し
て
「
ふ
る
-
」
も
蝦
合
戦
が
あ
っ
た
と
言
い
(
聖
徳
太
子
伝
補
開
記
、
壬
辰
年
6
3
2
十
盲
の
条
に
蝦
合
戦
の
記
事
あ
り
。
こ
れ
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
か
?
)
、
1
0
0
番
の
例
は
「
近
代
」
(
建
久
の
比
価
～
畑
)
に
対
し
て
「
ふ
l
l
る
き
」
と
称
し
て
い
る
。
明
確
な
時
代
意
識
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
成
季
と
し
て
は
「
ち
か
-
(
き
)
」
に
対
置
し
た
用
語
で
あ
ろ
う
。
x
-○
中
比
本
集
の
事
例
は
四
例
(
八
二
二
七
三
追
・
四
七
四
・
五
一
五
)
、
い
ず
れ
も
明
確
な
年
時
を
示
す
も
の
は
な
い
。
四
七
四
番
は
、
寛
治
六
年
脱
穀
上
道
進
の
時
を
ち
‖
H
っ
て
「
む
か
し
」
と
し
、
「
中
比
」
に
対
置
さ
せ
て
い
る
。
八
二
番
は
、
匡
房
が
太
宰
権
帥
と
な
っ
て
下
向
し
た
時
(
承
徳
二
年
て
い
る
。
こ
れ
等
の
事
例
か
ら
そ
の
上
限
を
ll(カ1(美枢
)
を
も
っ
て
「
普
を
か
比
」
と
称
し
年
前
後
に
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
五
t
五
番
は
「
い
づ
れ
の
御
室
」
と
か
い
う
人
が
大
法
を
行
な
っ
た
時
を
も
っ
て
「
中
比
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
肝
心
の
「
御
室
」
が
誰
か
不
明
。
本
集
が
年
代
傾
排
列
に
よ
っ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
0
五
1
六
番
-
-
実
用
卿
(
寡
応
二
年
1
7
左
大
弁
)
邸
で
試
胆
の
事
あ
り
。
1
2
五
三
番
・
・
・
-
基
房
摂
政
の
時
(
永
万
二
年
減
摂
政
、
承
安
二
年
1
7
辞
摂
政
)
の
事
l
l
等
の
年
時
よ
り
考
え
て
、
五
一
五
番
の
「
中
比
」
は
畑
～
m
年
頃
を
さ
す
も
の
と
解
さ
れ
る
.
そ
し
て
後
述
す
る
「
近
代
」
等
の
事
例
よ
=
,
別
の
㌣
1
m
年
は
「
中
比
」
l
l
の
下
限
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
今
著
聞
集
に
お
け
る
「
中
此
」
の
年
時
比
定
は
明
確
な
年
時
を
示
す
記
事
が
な
い
為
、
や
ゝ
不
安
も
残
る
の
で
、
念
の
た
め
に
他
の
二
、
三
の
説
話
集
に
み
ら
れ
る
「
中
比
」
を
参
照
し
比
較
し
て
み
た
い
と
思
う
。
5
6
t
-
I
l
-
1
頃
成
立
と
目
さ
れ
る
発
心
集
に
あ
ら
わ
れ
る
「
中
比
」
に
つ
い
て
は
志
村
有
削
氏
㌢
寮
が
梅
子
れ
に
よ
る
と
晋
代
後
半
(
欝
に
近
い
)
～
㌢
代
l
l
の
ご
-
初
期
頃
を
さ
す
も
の
と
さ
れ
る
。
年
成
立
の
閑
居
友
に
は
十
二
例
の
「
中
比
」
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
上
限
と
し
1
7
て
は
、
中
納
言
顕
基
(
似
年
没
)
の
愛
人
と
あ
る
「
室
の
遊
人
」
(
下
-
2
)
の
話
1
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
7
を
「
中
比
」
の
事
と
し
て
い
る
の
で
、
顕
基
の
没
年
時
よ
り
伽
年
頃
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
下
限
と
し
て
は
下
野
守
義
朝
(
仁
平
三
年
農
下
野
守
)
の
節
等
1
「
四
郎
入
道
」
の
話
(
上
-
3
)
か
ら
は
年
頃
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
O
1
(
注
8
)
謝
年
前
後
の
成
立
と
目
さ
れ
る
撰
集
抄
で
は
、
十
例
程
の
「
中
比
」
が
あ
ら
わ
れ
1
る
が
、
中
で
保
胤
(
長
徳
三
那
寂
)
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
巻
五
-
3
が
上
限
を
示
し
下
限
と
し
て
は
、
本
文
に
「
保
延
二
年
二
月
十
五
旦
(
保
延
二
年
臓
)
と
明
記
あ
1
る
巻
三
1
8
が
そ
れ
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
以
上
の
三
書
に
み
え
る
「
中
比
」
を
帰
納
す
る
こ
と
に
.
よ
っ
て
得
ら
れ
た
年
時
は
そ
れ
ぞ
れ
出
入
り
は
あ
る
が
、
共
通
年
時
を
も
ふ
く
ん
で
居
り
、
各
作
品
の
成
立
午
時
を
考
慮
す
る
と
、
別
年
成
立
の
古
今
著
聞
集
の
「
中
此
」
に
つ
い
て
、
上
限
を
価
,
-
I
l
-
1
年
前
後
(
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
「
昔
」
の
下
限
と
も
な
り
得
る
。
01
 
7
年
頃
と
考
え
る
こ
と
に
さ
し
て
無
理
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
H
U佃
)
、
下
限
を
普
日
日
○
近
代
・
近
比
文
猛
:
i
m
i
l
)
'
m
醋
轟
n
I
-
I
h
(
漂
鴇
。
)
'
腔
転
結
H
H
1も
の
あ
り
。
上
限
と
し
て
は
保
延
五
年
描
(
三
〇
六
)
の
事
例
が
あ
っ
て
、
「
中
比
」
1に
く
い
こ
ん
で
し
ま
う
が
、
成
季
の
時
代
意
識
の
ず
れ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
下
眼
と
し
て
は
建
長
四
年
糾
(
五
七
三
)
の
事
例
が
あ
る
の
で
現
在
(
F
:
入
る
こ
と
に
な
る
。
○
ち
か
-
(
き
)
「
ふ
る
く
(
き
)
」
に
対
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鳥
羽
僧
正
(
「
ち
か
き
催
」
の
人
と
し
た
三
九
五
番
が
上
限
を
示
し
、
仁
治
三
年
の
事
(
四
七
〇
)
が
1
番
新
し
い
。
○
末
代
・
世
の
末
七
「
今
」
)
ま
で
1242 1053
・
S
)
を
F
:
四
条
院
崩
御
福
田
益
和
俊
乗
房
重
源
、
東
大
寺
建
立
の
発
願
参
寵
の
事
〔
建
久
年
間
O
。
。
t
f
>
-
8
n
(
r
-
1
T
-
*
J
I
二
六
)
c
o
o
o
が
上
限
を
示
し
、
建
保
の
比
I
-
I
I
-
I
<
N
)
-
<
N
I
大
原
の
唯
蓮
房
の
話
が
一
番
新
し
い
。
l
l
O
今9
七
1
九
番
本
文
に
「
こ
れ
建
長
の
比
の
事
な
れ
ば
、
い
ま
の
事
也
」
と
あ
っ
て
R
;
‖
H
去
年
頃
を
さ
し
て
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
四
〇
三
番
は
天
琴
π
年
㍑
絵
づ
く
l
l
の
貝
お
ほ
ひ
が
あ
っ
た
時
に
対
置
し
て
「
今
」
と
言
い
、
六
五
〇
番
は
源
光
行
(
寛
元
二
組
没
)
邸
に
さ
く
ら
の
た
ね
を
う
つ
し
う
え
た
る
に
対
置
し
て
「
今
」
A
J
i
i
l
i
ロ
っ
1て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
今
」
は
建
長
の
比
を
さ
す
と
み
て
誤
り
は
な
い
。
○
今
の
世
六
七
五
番
は
延
書
弧
～
班
の
野
行
幸
に
対
置
し
て
「
今
の
世
」
と
言
い
、
他
の
事
例
三
六
四
番
は
、
あ
い
さ
わ
の
狩
(
建
久
四
年
哲
に
対
置
し
て
「
今
の
代
」
と
称
1し
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の
上
限
は
単
に
「
今
」
と
い
う
よ
り
や
ゝ
さ
か
の
ぼ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
繁
を
い
と
わ
ず
本
集
の
事
例
か
ら
各
々
帰
納
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
境
界
(
上
限
・
下
限
)
は
あ
-
ま
で
も
一
つ
の
目
処
で
あ
り
、
載
無
と
分
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
図
示
す
る
と
次
の
ご
と
-
な
る
。
1
＼ノ
右
の
中
で
成
季
の
時
代
意
識
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
「
昔
(
中
で
「
聖
代
」
は
そ
の
中
心
に
あ
る
。
)
-
甲
此
-
近
代
(
比
)
・
末
代
」
で
あ
り
、
更
に
「
中
比
」
は
「
昔
」
に
包
摂
せ
ら
れ
て
、
「
昔
・
中
此
-
近
代
(
也
)
・
末
代
」
と
大
き
-
二
つ
の
時
代
区
分
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
八
二
番
本
文
末
尾
の
0
0
年
0
0
0
0
6
7
8
o
o
o
・
*
*
ゥ
㈹
8
8
3
訓
1
1
1
1
1
「
昔
な
か
比
だ
に
か
や
う
に
侍
け
り
。
末
代
よ
く
-
用
心
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
」
と
い
う
表
現
の
あ
り
よ
う
は
、
右
の
二
大
区
分
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
時
代
意
識
は
本
集
よ
り
三
〇
年
あ
ま
り
前
に
成
立
し
た
「
愚
管
抄
」
が
、
「
寛
平
マ
デ
ハ
上
古
正
法
ノ
ス
エ
ト
オ
ボ
ユ
。
延
書
・
天
暦
ハ
ソ
ノ
ス
ヱ
、
中
古
ノ
バ
ジ
メ
ニ
テ
、
メ
デ
タ
ク
テ
シ
カ
モ
又
ケ
チ
カ
ク
モ
ナ
リ
ケ
リ
。
冷
泉
・
バ
円
融
ヨ
り
白
川
・
鳥
羽
ノ
院
マ
デ
ノ
人
ノ
心
ハ
、
タ
ヾ
オ
ナ
ジ
ヤ
ウ
ニ
コ
ソ
ミ
ユ
レ
。
後
白
川
御
ス
ヱ
ヨ
リ
ム
ゲ
ニ
ナ
リ
ヲ
ト
リ
テ
、
コ
ノ
十
廿
年
バ
ツ
ヤ
ツ
ヤ
ト
ア
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
」
(
巻
三
)
と
述
べ
た
の
と
比
べ
た
場
合
、
「
寛
平
マ
デ
ハ
」
か
ら
「
夕
ヾ
オ
ナ
ジ
ヤ
ウ
ニ
コ
ソ
ミ
ユ
レ
」
ま
で
が
本
集
の
「
昔
中
此
」
に
対
応
し
、
「
後
白
川
御
ス
ヱ
ヨ
リ
」
以
下
が
本
集
の
「
近
代
・
末
代
」
に
一
応
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
成
季
の
「
昔
・
中
比
」
と
は
正
に
王
朝
の
御
代
を
さ
し
、
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
讃
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
「
ナ
リ
ヲ
ト
ッ
タ
」
近
代
・
末
代
の
中
に
存
在
す
る
自
己
を
見
す
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
比
近
代
(
此
)
、
末
代
、
世
の
未
ふ
る
く
(
き
)
四
へ
結
括
古
今
著
聞
集
の
基
礎
的
な
問
題
と
し
て
、
冒
頭
表
現
形
式
の
特
色
と
そ
の
由
来
、
お
よ
び
説
話
本
文
に
み
ら
れ
る
「
昔
、
中
比
、
近
代
」
等
の
語
よ
り
帰
納
さ
れ
た
編
著
者
橘
成
季
の
時
代
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
筆
者
に
と
っ
て
、
本
集
を
説
話
文
学
と
し
て
又
国
語
資
料
と
し
て
考
察
す
る
際
の
前
提
と
し
て
こ
れ
等
の
諸
問
題
が
大
き
至
ボ
唆
を
与
え
る
こ
と
を
確
信
し
、
本
稿
を
「
研
究
序
説
」
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
8
仙
春
日
和
男
「
今
昔
」
考
-
説
話
の
時
制
と
文
体
-
(
国
語
国
文
、
三
八
三
号
、
昭
和
四
二
七
)
ク
「
昔
」
と
「
今
は
昔
」
-
「
今
昔
考
」
補
説
(
語
文
研
究
、
二
四
号
、
昭
和
四
二
二
〇
)
右
い
ず
れ
も
、
「
存
在
詞
に
関
す
る
研
究
」
(
風
間
書
房
)
所
収
。
㈲
注
仙
論
文
の
中
、
後
者
「
今
昔
考
」
補
説
印
参
照
。
価
(
)
の
中
の
漢
数
字
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
「
古
今
著
聞
集
」
(
岩
波
)
に
附
せ
ら
れ
た
説
法
番
号
。
「
追
」
と
あ
る
の
は
'
追
記
抄
人
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
㈱
Ⅴ
型
は
他
に
二
例
、
Ⅵ
型
は
他
に
三
例
、
Ⅶ
型
は
他
に
七
例
、
Ⅷ
型
は
他
に
三
例
。
㈲
拙
稲
「
古
今
著
聞
集
小
者
-
名
義
を
め
ぐ
っ
て
」
(
詩
文
研
究
へ
三
七
号
、
昭
四
九
・
八
)
㈲
元
号
の
下
に
か
か
げ
る
洋
数
字
は
西
暦
紀
元
年
数
。
仰
発
心
集
の
成
立
を
皿
～
皿
境
と
す
る
の
は
原
田
行
造
氏
の
説
に
よ
る
。
(
説
話
文
学
研
究
1
0
号
「
古
事
談
と
発
心
集
と
の
先
後
関
係
」
)
な
お
、
発
心
集
の
「
昔
、
中
比
、
近
此
」
に
つ
い
て
は
、
藤
村
有
弘
氏
「
発
心
集
研
究
序
説
」
(
「
中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
」
(
桜
楓
社
)
所
収
。
に
考
察
あ
り
。
そ
の
中
の
「
中
此
」
に
つ
い
て
参
照
し
た
。
㈱
岩
波
文
庫
本
「
撰
集
抄
」
解
説
(
西
尾
光
一
)
を
参
照
し
た
。
○
本
稿
の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
ご
と
-
で
あ
る
。
古
今
著
聞
集
、
今
昔
物
結
集
、
日
本
霊
異
記
愚
管
抄
(
日
本
古
典
文
学
大
系
本
へ
今
昔
物
結
集
の
文
例
表
記
は
印
刷
の
都
合
も
考
え
、
適
宜
改
め
た
所
も
あ
る
。
十
訓
抄
へ
撰
集
抄
(
岩
波
文
庫
本
)
閑
居
友
(
三
弥
井
書
店
刊
、
中
世
の
文
学
第
1
期
)
(
昭
和
五
十
年
九
月
六
日
受
理
)
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
九
